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中禅寺湖においてヒメマスの新たな資源研究を開始 
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はじめに 
栃木県男体山の麓に水を湛える中禅寺湖は，避

暑地や紅葉の名所として有数の観光地となってい

る日光国立公園内に位置する，標高 1271 m，周
囲長 24 km，面積 11.2 km2，最大水深 172 mの堰
止め湖である．中禅寺湖には，漁業協同組合が漁

業対象（主に、遊漁）としているヒメマスが生息

している．ヒメマスは漁業・養殖業生産統計年報

によるとその単価は 1 kgあたり 2500円を超えて
おり，地域の特産物として観光資源として重要な

位置を占めていることから，中禅寺湖においても

漁業協同組合により積極的な資源管理が行われて

いる． 
しかし近年，中禅寺湖におけるヒメマスの資源

状態は悪化している．特に，本年度は 1906 年に
ヒメマスが十和田湖から移殖されて以来，100周
年に当たる記念すべき年であったが，その親魚回

帰量はこれまでに類をみないほど低下している．

例えば，1990 年代前半には 1 万尾近くのヒメマ
スが回帰していたが，今年度は 1千尾にも満たな
い．中禅寺湖に毎年放流されるヒメマスのほとん

どが遡上親魚から採卵・育成されたものであるた

め，資源量の低下は直接放流尾数にも影響し，漁

業協同組合としてもその積極的な資源管理を行っ

ていく上で問題が生じる．中央水産研究所内水面

研究部では，2006年度より 5カ年の計画で，｢陸
封性サケ科魚類の資源動態の解析と放流魚と天

然魚の包括的資源管理・増殖技術の開発｣という

研究課題を始めることとなった．この課題は，モ

デル湖沼・河川における陸封性サケ科魚類の資源

動態，放流魚と天然魚の資源添加・再生産過程，

餌料生物生産量等の解析を行い，湖沼・河川の環

境収容力に応じた放流尾数の決定と産卵場造成

など，放流魚と自然に再生産する天然魚の両者を

効率的に利用するための包括的資源管理・増殖技

術を開発することが目的となっている．中禅寺湖

近辺をモデル水域として湖沼ではヒメマス，河川

ではイワナを扱うこととした．本稿では，この研

究課題のうち，中禅寺湖におけるヒメマスの資源

研究計画について紹介したい． 
 
中禅寺湖におけるヒメマスの研究 
中禅寺湖においてヒメマス放流が始まった1906

年に，現在の中央水産研究所内水面研究部の前身

となる日光養魚場が中禅寺湖畔に設置され，その

所管が変わりながらも，それ以来ヒメマスの増養

殖とその研究が行われてきた．例えば，1980 年
代には，当時，水産庁養殖研究所日光支所の奥本

らが中心となって中禅寺湖資源調査研究会を発足

させ，主に中禅寺湖漁業協同組合が収集してきた

漁獲統計の解析を行ってきた（中禅寺湖資源調査

研究会 1989）．これらの成果に基づき，回帰親魚
の体サイズの周期性（吉原ら 2000）や再生産関
係（吉原ら 1999），釣獲資源加入時期とそのサイ
ズ(Yoshihara et al. 1991)など幾つかの研究が報告
された．さらに，遊泳水深（岡本ら 1992）や産
卵親魚の回帰行動（北村 2000）についても中禅
寺湖のヒメマス資源管理を念頭に置いて研究され

てきた．しかし，これまで中禅寺湖におけるヒメ

マスの食性や餌料環境について検討されてきてい

ない．また，種苗放流を行っている漁業では，天

然魚が資源に加入しているかどうか明らかにする

ことは，資源管理上，重要な問題である（北田 
2001）．中禅寺湖では天然魚が資源に加入してい
ると漁業者の間で噂されており，これは十和田湖

でも話題の一つとなっている（加藤 2004）． 
そこで我々の研究では，餌料環境の変動や，天

然魚の資源加入の有無も考慮した資源管理研究

を計画した．天然魚と放流魚の資源添加過程の解

析としては，標識放流再捕調査によって放流魚と

天然魚の混獲率，個体数，成長，生残をモニタリ

ングしていき，両者の資源添加，再生産過程を把

握する．標識放流では，サケマス資源研究で広く

利用されている耳石温度標識（福若ら 1989）を
用い，中禅寺湖に放流される全てのヒメマスに標

識し放流する．耳石温度標識とは，1990 年代に
実用化された技術であり(Volk et al. 1990)，耳石

 
 

 
図1. 中禅寺湖の2地点で放流するヒメマスに施した耳石温

度標識の結果．両者とも24時間ごとに水温を5℃変化
させて作った太いリング．検鏡したサンプルは全長7 cm
の飼育幼魚．
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の輪紋形成が水温変化に影響を受けること

(Campana and Neilson 1985)を利用したものである．
中禅寺湖では，中禅寺湖漁業協同組合がヒメマス

の採卵，ふ化，放流事業を行っているため，耳石

温度標識の際に中央水産研究所内水面研究部日

光庁舎に発眼卵を持ち込み，標識作業のみを当所

で行っている．2006 年春には，中禅寺湖内 2 ヶ
所の放流ポイントに，それぞれ異なる標識パター

ンを施されたヒメマス稚魚が合計 745,296尾放流
された（図 1）． 
餌料環境については，沖帯，深底帯および沿岸

帯の生物生産の異質性(Schindler and Scheuerell 
2002)を考慮し，動物プランクトン生産量の推定
を行うとともに，底生生物や陸生落下生物の季節

的な変動を明らかにする．また，ヒメマスの摂餌

様式についても，胃内容物解析などから検討して

いく．これらのことから中禅寺湖における餌料生

産量からみたヒメマス生産量を推定し，天然魚の

資源加入割合を踏まえて，資源の安定を目的とす

る適正放流尾数を概算する予定である．ただし，

放流尾数を概算する上で放流種苗の捕食者や競

争者の影響も考慮する必要がある．中禅寺湖には

24 魚種が生息しており，捕食者としてブラウン
トラウト，レイクトラウト，ホンマス＊が，競争

者としてワカサギが考えられるため，胃内容物解

析などからヒメマスとの関係について検討する． 
以上のことから，餌料環境の変動や天然魚の資

源加入を検討するこれらの成果を中禅寺湖ヒメマ

スの資源管理に役立てるとともに，陸封性サケ科

魚類において放流魚と天然魚の両者を効率的に利

用する包括的資源管理のモデルケースとして研究

を進めていきたい． 
 
おわりに 
中禅寺湖におけるヒメマス研究を開始するに当

たり，国際農林水産業研究センター 北村章二博

士，中禅寺湖漁業協同組合 吉田國男組合長，佐

藤達郎氏，中央水産研究所内水面研究部 鹿間俊

夫氏，中村英史氏に厚くお礼申し上げます． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

* ホンマス：ビワマスとサクラマスの雑種 
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